
《本校の学力向上の取組》

学びをつなげる

「思考力・表現力を身に付けた児童の育成」

－算数科における言語活動の充実を中心にして－

太田市立城西小学校



学びをつなげる取組

（2）授業力の
向 上

学年や指導者が替わっても子どもたちが戸
惑うことなく、その子の学びが６年間しっか
り積み上げられていくよう“学びをつなげる”
取組を強化し、学力向上を図っています。本
校では

（１）学びの環境

（２）授業力の向上

（３）家庭と連携

の３つの柱で取り組むことで、子どもの学ぶ
意欲が一層高まり、学力の向上につながると
考えています。

子どもの

＜学ぶ意欲＞

（１）学びの環境

（3）家庭との
連 携

学 力 向 上



(1)学びの環境
ー安心感と落ち着きある環境ー

②基礎学力を身に付けさせる

・『朝読書』と『基礎練習』の時間
・放課後や長期休業中における補充指導

⑥支持的風土のある学級作り

⑤全員参加の授業

④言語活動の充実・・・説明をつなげていく

③活用力を育てる・・・既習事項の振り返り

①学習の基盤づくり『学習のきまり』



(1)学びの環境
ー安心感と落ち着きある環境ー

①学習の基盤づくり『学習のきまり』
城西小学校 学習のきまり

児童の行動 指導上の留意点

道具を引き出しにしまったり、宿 宿題や提出物は、登校後すぐに言わ1 1

題や提出物を決まった場所に出し れなくても出せるようにする。

始業前 たりする。

学年に応じた本を選び、静かな環境2 2静かに本を読む。

の中で落ち着いて読めるようにする。

授業開始までに チャイムと同時に始められるよう3 3ノートに下 敷き

授業前 静かに にする。を入れて、 日付を書いて

待つ。

授業のあいさつをする。 全員が張りのある声で挨拶をする4 4

ことができるように指導する。

腰骨をたてて、正しい姿勢で学 繰り返し指導し、徹底する。5 5

習する。

、 。6 指名されたら 「はいっ！」と、 6 不十分な場合は その場で指導する

返事する。

はっきりした、ていねいな言葉 分かりやすく7 7 全員に聞こえる声で

授業中 づかいで話す。 話させる。

相手の目を見て聞くようにさせ8 話をしている人を見て最後まで 8

る。聞く

ノートや本は、まっすぐに置かせ9 机の上を整理し、書きやすい位 9

る。余分なものはしまわせる。置にノートを置く。

、10 ノートには、ポイントやメモも書 10工夫している子のノートを紹介し

賞賛する。く。

授業の終わりのあいさつをす チャイムで授業が終わるように11 11

る。 する。

次の時間の準備をしてから休 次の授業がすぐに始められるよ12 12

み時間にする。 うに具体的に指示をしてから休

授業後 み時間にする。

持ち物をきちんと整とんし、 しまう場所やしまい方をきちん13 13

散乱させない。 と指導し、徹底する。

集中して学習に取り組む 落ち着いた環境の中で 分間集中14 14 10

基礎練 して取り組めるような課題を工夫

して与える。

宿題をきちんとやり、提出期 宿題の処理をためない。意欲も15 15

限を守る。 持たせられるような処理の仕方

家庭 を工夫する。

学習に必要な物を確かめ、忘れ 必要に応じて保護者の協力を得16 16

物をしない。 る。

１
学
期

２
学
期

３
学
期
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すべての子どもが集中して学習に取り組み、かつ限られた時
間内で学びの質を高めるためには、学習のルールが必要と考え
「城西小学校学習のきまり」 を作成しています。全職員で共通理
解し、指導しています。そして、学期末には、全職員で子ども
たちが学習のきまりが身に付いているか振り返りを行い、次の
学期の指導に生かしています。



(1)学びの環境
ー安心感と落ち着きある環境ー

②基礎学力を身に付けさせる

・『朝読書』と『基礎練習』の時間
・放課後や長期休業中における補充指導

個別指導が必要な子どもは、家庭との連絡を密に
しながら、放課後や家庭訪問期間中、夏季休業等の
長期休業を利用して補充指導を行っています。

週３回朝行事の20分間を朝読書、毎日５校時前の
10分間を基礎練習の時間と校時表に位置づけていま
す。子どもたちが静かな環境の中で集中して取り組め
るよう全校体制で取り組んでいます。



(1)学びの環境
ー安心感と落ち着きある環境ー

③活用力を育てる・・・既習事項の振り返り

活用する力を育てるために授業の中では、
まず、既習事項を振り返り、未習の課題を自
ら解決できるようにしています。

横黒板には、いつでも既習事項を振り返
れるように大切なことや学習の足跡を残し
ています。



(1)学びの環境
ー安心感と落ち着きある環境ー

④言語活動の充実・・・説明をつなげていく

一人の子どもの発言で終わりでなく、「どうして？」「え
っ？本当？絶対に？」と教師が問い返し、子どもたちが説明
をつなげ、考えを深める場面を日々の授業の中で意図的に取
り入れるよう努めています。

５年生の授業風景です。友
だちが書いた図や式をつない
で、他の子どもが説明してい
る場面です。この活動により
一緒に考えているという意識
が高まります。

６年生の授業
風景です。チョ
ークを持ち、書
きながら説明し
ています。

高学年になる
と板書しながら
友だちにわかる
ように説明でき
ることも目指し
ています。

１年生の授業風景です。
子どもたちが前に出てブロ
ックを操作しながら、説明
しています。 ２年生の授業

風景です。友だ
ちが書いた式を
他の児童が説明
している場面で
す。吹き出しは
子どもの言葉を
板書したもので
す。



(1)学びの環境
ー安心感と落ち着きある環境ー

⑤全員参加の授業

授業の中で、意思表示
する場面を設定し、参加
意欲を高めるようにして
います。

発言した児童のネームプ
レートを貼り、発言・発表
意欲を高めています。

「対話による言語活動」や「説明をつなげていく言語活動」
を大切にしながら、一人一人の声や考えを大切にした全員参
加の授業づくりを全職員で目指しています。

ペアでの話し合いの場面を設
定し、相手意識を持ち対話を大
切しながら主体的に取り組める
ようにしています。



(1)学びの環境
ー安心感と落ち着きある環境ー

⑥支持的風土のある学級作り

授業ノートや自主学習ノー
トに、友だちの考えの良かっ
たところや役に立ったことを
記述するようにしています。

自分の考えを伝え、友だちの考
えを聞き、互いの考えを尊重し合
うなかでよりよい解決方法を探る
ようにしています。

学級や授業の中で何でも言い合える支持的風土作りを進めておくことが安心感
と落ち着きのある環境をつくり、学力向上につながると考えています。「支持的
風土のある学級経営」を基盤とし、考え合い、気づき、発見する、知的好奇心を
高める授業作りを行う中で、自然に「他者受容感」が生まれる人間関係づくりを
構築していけるよう努めています。



（２）授業力の向上
－学び合う研修－

①前年度までの研修の振り返り

②全体研究主題と個人テーマ 『構想→中間報告→まとめ』

③授業を参観し合う 『一人一授業』（年２回）

『初任研・示範授業』

『模擬授業』

④夏休み『ミニ講座』

⑤板書の工夫

⑥ノート指導・・・児童のノートを見合う機会（学期に１回）



（２）授業力の向上
－学び合う研修－

①前年度までの研修の振り返り
４月の第１回研修全体会で昨年度の課題と今年度の重点項目、方向性の確認をします。

教師一人一人が研修の課題を自分自身のものと受け止め、児童の実態や教師の経験等を鑑
みながら、研修主題を基に個人テーマを設定しています。１学期に年間の構想を立て、２学
期に各自の取り組みの中間報告をし、３学期にまとめの報告会を行い、検討を加えます。こ
のようにして教師力を鍛えるようにしています。

②全体研修主題と個人テーマ

個人研究構想表
学力向上 大塚 友香

校内研修のテーマ

思考力・表現力を身につけた児童の育成
－算数科における言語活動の充実を中心として－

＜自己の研究課題＞

言語活動の充実（１）
集団解決の場において、根拠を基にして答えが導かれた方法の説明ができ、各々の解決方法を理解し、
共通点に気付ける児童を育てる。
学びの基盤作り（２）

①自分の考えや友だちの説明から得た解決方法、問題を解くためのポイントを意識したノートを作り、
学習の積み重ねができる児童を育てる。

②必要感を感じる「問い」や発問を開拓したり、思考の流れが分かりやすい板書を工夫したりし、目的
意識をもって筋道立てて考えられる児童を育てる。

＜課題解決がなされたときの姿＞

言語活動の充実（１）
・友だちの説明から新しい考えを知ったり、自分と友だちの解決方法を比較して共通点を探ったりする
ことができ、似た問題についてよりよい方法で解くことができる。
学びの基盤作り（２）

①基にした既習事項を生かしながら、新たな考えや解決方法を理解し、身に付けることができる。
②毎時間のめあてを達成することで、正確な手順や方法で課題解決に向かって取り組むことができる。

＜課題解決に向けての具体的な手立て＞

言語活動の充実（１）
・相手意識をもった説明となるように、隣どうしのペアで解決方法を説明する活動を設定する。
・同じ問題を自分の解決方法と異なる方法で解く時間を設定する。
・思考過程や解決方法の根拠が共通理解できるように、半具体物などを操作したり、言葉、図、表、グ
ラフを用いて表現したりする活動を設定する。
学びの基盤作り（２）

①授業で、気付いたことや考えたことを吹き出し等を使って板書し、吹き出し等の使い方を示す。
②子どもの思考の流れを想定し、つまずきやすいところを予想しながら、単元を通しての板書指導案、
発問の計画や工夫をし、必要に応じて操作できる半具体物などの教材を開発する。

②毎時間ごとに、めあてが達成できたかを振り返れるよう、子どもの自己評価を実施する。

＜スケジュール＞
課題解決のための取り組み

月
学びの基盤作り

言語活動の充実
① ②

４ ・児童へのノート指導 ・ 板書指導案」の作「
・隣どうしのペアで解決方法を説明する場の 成・授業実践

５ 設定
・半具体物などを用いて解決方法を説明する ・めあて達成につなが
場の設定 る発問の計画や工夫

・見やすく、工夫したノー ・めあてが達成できた
トの紹介 か子どもの自己評価

６ ・指導経過の分析 の実施

・子どもの自己評価を
７ ・ノートの振り返り 手がかりにした個別

の指導の実施

個人研究中間報告
学力向上 大塚 友香

校内研修のテーマ

思考力・表現力を身につけた児童の育成
－算数科における言語活動の充実を中心にして－

＜自己の研究課題＞

言語活動の充実（１）
集団解決の場において、根拠を基にして答えが導かれた方法の説明ができ、各々

の解決方法を理解し、共通点に気付ける児童を育てる。
学びの基盤作り（２）

①自分の考えや友だちの説明から得た解決方法、問題を解くためのポイントを意識
したノートを作り、学習の積み重ねができる児童を育てる。

②必要感を感じる「問い」や発問を開拓したり、思考の流れが分かりやすい板書を
工夫したりし、目的意識をもって筋道立てて考えられる児童を育てる。

＜１学期の実践内容＞
月 （１）言語活動の充実 （２）学びの基盤作り
４ 発言や発表する場をできるだけ設定 導入で、前時の学習では解決できな

し、自分の意見や考えを伝え合えるよ いことに気付く問題を提示し、本時に
うにした。 考えたいことを明確にもてるようにし
自力解決の仕方についてペアで説明 たり、めあての言葉を考えて目的意識

し合う時間を設定し、自分の考えを伝 や必要感をもって学習に取り組めたり
えたり、集団解決での伝え方を意識し できるようにした。

５ たりできるようにした。
集団解決の場で説明する時に、指示 導入の問題提示の際に、解決するた

棒を用いて顔を聞き手に向けるよう促 めの見通しとなる子どものつぶやきを
し、相手意識をもって説明できるよう 吹きだしとして板書し、筋道立てて考
にした。 えられるようにした。
友だちの考えを引き継ぐリレー式の

説明を取り入れ、前に出て説明するこ まとめにたどりつくまでの思考の流
とへの抵抗感を減らせるようにした。 れが分かるような板書を工夫し、授業
「角の大きさ」の単元では、操作し の終わりに学習した足跡を確認できる

６ ながら説明するよう促し、角の大きさ ようにした。
の変化や より大きい角を求める180 °
考えが２通りある（ ＋□、 授業の内容が分かったかノートに自180 360° °
－△）ことについて理解しやすいよう 己評価するように促し、振り返りの場
にした。 をもたせるようにした。
「わり算の筆算」の単元では、束カ

ードを用いて操作しながら大きい位か 解き方や考え方のポイントを吹き出
ら分け、その考えを式に表し、その式 しを用いて板書し、自分の考えや、大

７ と筆算の共通点に気付きやすい板書を 切なこと、気を付けるところを意識し
工夫し、筆算のしくみや理解を確かな たノートを作れるようにした。
ものになるようにした。

＜１学期末の児童の姿＞

( ) 考えの違うところを焦点化できるよう、発表の際に指示棒や操作できる教具を使1
いながら説明するよう促したことで、自分の考えを伝えたり、友だちの考えを理解
したりしやすくなり、活発な意見交換が見られるようになった。

( ) 前時の学習では解決できないことに気付く問題を提示したことで、本時に考えた2
いことを明確にできたり、前時までの学習内容を生かして解決するための見通しを
もてるようになったりし、解決意欲の高まりや、持続が見られた。

＜これからの具体的な課題解決策＞

( )・根拠を基にして答えが導かれた方法の説明のしかたを身に付けられるように、学1
年で共通理解し、例や見本を提示する。

、 、・自力解決では たどり着かなかった考え方や解決方法を用いて解決できるように
適用問題に取り組む時間を確保する。

( )①問題を解くためのポイントを意識したノートを作れるように、大事なことをメモ2
書きでもよいのでノートに残す意識を高めたり、見本となるノートを提示したり
する。

②子どもの解決方法を引き出すように、考え方や根拠を問う発問を開拓する。

＜授業実践例＞
（１）単元名 わり算のしかたを考えよう
（２）本時の学習
①ねらい ３位数÷１位数（各位ともわり切れない、及び一の位でわり切れる）の筆算

の仕方を理解し、その計算ができる。
②展開

学習活動 主な発問と児童の反応
１ 学習課題をつかみ，解決
方法の見通しを立てる。

Ｃ：赤 青チェックをして それからテープ図を書く！、 、
Ｔ：テープ図から何が分かるの？
Ｃ：式！７３４÷５になる！
Ｔ：今までとどこがちがう？

今までは、わられる数が十の位までだったけど、Ｃ：
今までの（わら今日は百の位まであるよ。でも、

れる数が十の位まで）のやり方が使えるんじゃな
いかな？

Ｔ：じゃあ、今日のめあては？言葉をください。
Ｔ：だいたい、 人何枚くらいになるかな？1
Ｃ： 枚より多くて、 枚より少ないかな？100 200

２ ÷５の計算の仕方を Ｔ：まず、どうやって分ける？734
図や言葉 式を使って考え Ｃ： の束から 人に１束、 、 100 1
人分の枚数とあまりを求 ずつ分ける。1

められるよう、自力で解決 Ｔ： の束は、もう分けら100
に向けて取り組む。 れないよ。どうする？

10Ｃ：両替する！ 両替した（
の束を含めた の の23 10
束を５人に分ける ）。

Ｔ：今のところ、 人に何枚1
分けられるの？

Ｃ： 枚！140
Ｔ：残りは何枚？
Ｃ： 枚！これは計算できるよ。 ÷５ ６あまり４34 34 =
Ｔ：今まで分けたことも、式で表せないかな？
（自力解決）

３ ÷５の計算の仕方を Ｔ：どんな式で表せたか、紹介してくれませんか？734
図や言葉、式を使って説明 Ｃ：７÷５ １あまり２=
し合い、それぞれの考え方 Ｔ：これは、どんなことを表しているの？
の共通点を見つける。 Ｃ：７つの百の束を５人で分けて、百の束が１束ずつ

分けられて、百の束が２つあまったこと。
この後、 の束で分けた ÷５ ４あまり２、ばらで10 23 =
分けた ÷５ ６あまり４の式を出し、その意味を確34 =
認した。その後、それぞれの位の商を足し、１人分の
枚数は、 ＋ ＋ あまり４と解決した。100 40 6=146
Ｔ：筆算で計算するとどうなるのかな？
子どもは、筆算の中に束ごとに計算した式が表れてい
るのに気付き 「あ～！ 「なるほど～！ 「筆算は一、 」 」
気にできて便利だ！」と声に出していた。

４ 本時のまとめをノートに Ｔ：今日の授業で、どんなことが分かったの？
書く。 Ｃ：一番大きい位から分けていった。

Ｃ：百の束から分けて、足りなくなったら両替して、
次に十の束で分けていって、また分けられなくな
ったらばらにして分けた。

Ｃ：筆算で、その足跡が分かったよ。
Ｃ：筆算って、便利だね。

５ 適用問題に取り組む。 取り組む時間を作り出せませんでした。※反省事項
（３）考察

本時は、半具体物を用いた操作的活動により実感を伴って解決したことを式に表し、
更にその考えが筆算の中にも表れていることに気付くことで、筆算の理解を確かなもの
にするねらいに迫れるようにした。筆算の中に、本時の考えの足跡が見えた時 「なる、
ほど～！」と声が出て、納得し、筆算の便利さに気付いた様子だった。適用問題の時間
が確保できず、時間配分に課題が残った。

参考文献： 算数的表現力を育てる授業」田中博史 東洋館出版「 /

問：７３４枚の色紙を５人で同じ数ずつ分けます。
１人分は何枚になって、何枚あまりますか。

めあて
わられる数が の位まである100

わり算の計算の仕方を考えよう。

まとめ
わられる数が の位まであ100

るわり算の計算は、百の位から
わり算をして筆算で計算するこ
とができる。

個人研究
構想表

個人研究中間報告



③授業を参観し合う 『一人一授業』（年２回）

『初任研・師範授業』

『模擬授業』

（２）授業力の向上
－学び合う研修－

各教師が「一人一授業」を年２回行います。初任研の「師範授業」を他の教師
にも公開することで、授業を参観する機会を増やしています。また、先進校の授
業映像を見合ったり、研究授業の前には、事前に模擬授業を行ったりしています。
授業づくりや各教科等の指導のあり方を学び合っています。



（２）授業力の向上
－学び合う研修－

④夏休み『ミニ講座』

夏休み『ミニ講座』の様子で
す。水彩画の技法について学び
合いました。また、その他にも
先進校の視察に行った先生の報
告や言語障害、聴覚障害教育に
携わっている先生からの話、外
国語活動の今後の動向について
の話などを聞いて学び合いまし
た。



（２）授業力の向上
－学び合う研修－

どの学年も板書の形式は、左に学習問題を書き、そこ
からめあてを子どもたちと一緒に見つけ、集団解決、最
後に子どもの言葉を生かしたまとめをします。授業の最
後には、１時間の流れがわかるようにしています。

⑤板書の工夫 子どもの発言は吹き出しにしてありま
す。子どもの発言は黄色、その中で大事
なものと思われるものを赤と色分けして
あります。まとめにつながるおさえるべ
き語句はあらかじめ教師側で用意をして
貼り付けます。

この授業はそれぞれの位に目を
つけて考える内容だったので、位
によって色分けをしています。



（２）授業力の向上
－学び合う研修－

校内研修で各クラスの自学ノートや算数ノー
トを見合いながら、子どもたちへの指導に生か
しています。

⑥ノート指導 児童のノートを見合う（学期に１回）



①家庭学習の習慣化・・『家庭学習のすすめ』

『家庭学習の手引き－各学年－』

②宿題・・・・・・・・ 漢字練習、音読練習、算数学習

（全校で統一）

③自学ノート・・・・・ 授業の振り返り、感想、

自作問題等
※教室内、学級通信によい自学ノートの紹介

（３）家庭との連携
－学習環境づくりは家庭と学校で－



（３）家庭との連携
－学習環境づくりは家庭と学校で－

『家庭学習のすすめ』『家庭学習の手引き 各学年』

①家庭学習の習慣化

例：４年生



（３）家庭との連携
－学習環境づくりは家庭と学校で－
②宿題 漢字練習、音読練習、算数学習（全校で統一）

③自学ノート 授業の振り返り、感想、自作問題等

授業をもとに自作問
題を作って理解を深め
たり、自学ノートの最
後に授業感想を書いた
りするよう奨励してい
ます。

自学ノートに、その日の授業で学習したことをまとめ直
したり、授業感想を書いたりすることで、その日の学習内
容の定着を図っています。特に算数では、数学的な考え方
や知識・理解に関する内容を授業で扱ったときには、授業
ノートをもう一度写しながら復習したり、問題の数値を変
えてまとめ直したりするなどの自学に取り組むことができ
るように声かけや指導を行っています。

授業ノート 自学ノート

授業感想

発展学習

発展学習



（３）家庭との連携
－学習環境づくりは家庭と学校で－
自学ノートの紹介

学級通信

教室掲示

学級通信に、自学のノートの取り組みを紹介しています。積極的に
家庭に紹介することで、自主学習の進め方について親子で参考にする
ことができます。また、紹介された子どもは、自信と自己肯定感が高
まり、更に充実した取り組みにつながることが期待できます。

自学ノートを、教室の中に掲示し、子もたちに紹介
している学級もあります。



学力向上コーディネーター、研修主任として

子どもたちの学力向上、教師の授業力向上に向け、先生方に様々な情報
提供をしたり、先生方と授業について共に考えたりしていきます。

○リーダーシップ

クラスの担任とは、放課後や休み時間に、明日の授業のねらいや流れ、
指導の仕方等を話し合うようにしています。授業ではＴ１、T２を交換し
ながらお互いに授業を見合い、授業後は振り返りを行っています。

○担任と共に教材研究の質を高め、緊張感ある授業

先生方の授業をできるだけ参観し、よりよい授業づくりにつながること
を伝えるようにしています。

○積極的な授業参観

○指導上の課題を共に考え合う相談役
先生方と共に、一緒に指導方法を考えていくことで同じ歩調で指導でき

るようにしていきたいと考えています。これからも学力向上コーディネー
ターと校内研修主任が相談し合ったり、校長先生や教頭先生からご指導を
いただいたりしながら、全職員が同じ方向で実践していけるよう努めてい
きたいと思います。


